
議
員　

国
債
の
残
高
は
、
１
，
０
０
０
兆

円
を
超
え
て
、
１
年
間
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
約
２
・
３
倍
に
達
し
て
い
る
。

（
国
・
県
・
各
市
町
村
を
合
計
す
る
と
国

民
１
人
当
た
り
約
１
，
０
０
０
万
円
の
借

金
）今
後
財
政
破
綻
し
た
場
合
、ハ
イ
パ
ー

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
国
家
予
算
の
削
減
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
社
会
保
障
や
年
金

は
も
っ
と
も
深
刻
な
事
態
を
迎
え
、
大
幅

な
削
減
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
況
を

踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
村
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
財
政
破
綻
と
人
口
減
少

社
会
に
備
え
る
村
民
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
転
換
を
ど
の
よ
う
に

支
援
す
る
の
か
伺
う
。

村
長
公
室
長　

国
に
お
い
て

は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一

方
、
本
村
の
状
況
は
現
時
点
で
は
健
全
な

財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、

28
年
度
以
降
は
歳
入
不
足
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
経
常
経

費
の
抑
制
や
事
業
の
必
要
性
を
精
査
し
、

事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
生
活
ス
タ
イ
ル
等
を
見

直
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
新
た
な
取
り

組
み
が
出
て
き
た
際
に
は
、 

実
施
計
画
や

予
算
編
成
の
中
で
検
討
す
る
。

光
風
会　

江
田　

五
六　

議
員

問　

財
政
破
綻
と
人
口
減
少
を
視
野
に
入
れ

た
対
策
を

答　

事
業
を
精
査
し
、
見
直
し
に
取
り
組
む

（仮称）歴史と未来の交流館建設予定地を示す看板

日本の総人口の推移と推計
（出典）総務省「国勢調査」、国土庁「日本列島に
おける人口分布の長期時系列分析」、国立社会
保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

議
員　

公
共
施
設
の
あ
り
方
は
、
行
政

改
革
の
根
本
的
な
課
題
の
一
つ
。（
仮
称
）

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
建
設
に
つ
い
て
は

住
民
の
理
解
が
不
十
分
な
ま
ま
、
建
設
あ

り
き
で
進
め
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な

い
。
ど
の
よ
う
な
構
想
が
あ
る
の
か
を
住

民
に
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
発
信
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

教
育
次
長　

故
郷
を
思
う
気
持
ち
を
育
む

た
め
に
も
必
要
と
考
え
る
施
設
。
今
後
、

合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

く
。
文
教
地
区
と
し
て
施
設
の
つ
な
が
り

を
考
え
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア（
運
営
協
力
員
）の
育
成
も
行
っ

て
い
く
。

議
員　

稼
働
率
10
％
以
下
の
公
共
施
設
が

あ
る
現
状
に
お
い
て
、
建
設
費
と
し
て
約

12
億
円
の
い
き
な
り
の
提
示
は
い
か
が
な

も
の
か
。
建
設
後
に
は
、
維
持
管
理
費
な

ど
必
要
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
公
共
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
）
は
「
施
設

の
用
途
に
こ
だ
わ
ら
な
い
機
能
の
フ
ル
活

用
」「
新
し
く
造
る
こ
と
か
ら
賢
く
使
う

こ
と
」
と
い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
。
新

た
な
施
設
建
設
で
は
な
く
、
購
入
が
決

ま
っ
た
リ
コ
ッ
テ
ィ
の
活
用
も
一
案
と
考

え
る
。 光

風
会　

恵
利　

い
つ　

議
員

問　

交
流
館
建
設
、
住
民
の
理
解
や
同
意
は

未
だ
不
十
分

答　

今
後
、
情
報
の
提
供
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く

一
般
質
問
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